コミュニティ助成事業について別紙１


１）一般コミュニティ助成事業
　　住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図るもので、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げることを目指す活動に、直接必要な設備等（建築物、消耗品は除く）の整備に関する事業。
　　事業例・・・地域の伝統芸能継承を目的とした油単・獅子頭の新調
　　助成額・・・１００万円から２５０万円まで

２）コミュニティセンター助成事業
　　住民の需要の実態に応じた機能を有する集会施設（自治会集会所等）の建設又は大規模修繕、及びそれに伴う必要な備品の整備に関する事業。
　　事業例・・・自治会館の建て替え
　　助成額・・・対象となる事業費の５分の３まで。上限２，０００万円。

助成事業が採択された場合、対象事業が令和９年１２月末までに完了し、施工業者への支払いが確認出来たものに対して補助金が交付されます。一旦全額を事業者へ支払う必要がありますのでご注意下さい。補助金の前払いはありません。
尚、採択事業については、完了後に事業の紹介記事が多度津町広報誌に掲載されます。また、事業で購入および修繕等を施した物品については、宝くじのキャラクターである「クーちゃん」のマークを表示することが求められます。
マークの表示がない場合、助成金は交付されませんのでご注意下さい。
完了時のみマークを表示し、助成金の交付を受けた後にマークを剥がす等を行い、表示が確認できない場合、助成金の返還を求められる場合があります。

コミュニティ助成事業の詳細は、（一財）自治総合センターのホームページをご覧下さい。http://www.jichi-sogo.jp/lottery/comunity
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